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Round 1
レースレポート

●大会名称	 ：　 2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round1
●主催	 ：　 グループ・オブ・スピードスポーツ（GSS）、関西スポーツカークラブ（KSCC）、
	 　 鈴鹿モータースポーツクラブ（SMSC）
●協力	 ：　 AASC、ARC、ARCN、KRHC、チーム淀、OCCK
●後援	 ：　 国土交通省（F-Beクラス）、鈴鹿市/一般社団法人鈴鹿市観光協会（FEクラス）
●競技	 ：　 JAF公認 準国内競技
●会場	 ：　 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ：　 総参加台数／144台 
	 　 FJ1500................................................................ 8台
	 　 スーパーFJ......................................................15台
	 　 FIT 1.5 Challenge Cup................................20台
	 　 VITA...................................................................33台
	 　 v.Granz.............................................................23台
	 　 フォーミュラEnjoy......................................18台
	 　 Formula Beat.................................................11台
	 　 2026 Formula Regional Japanese Championship 
	 　 Round1 Race1/2/3.......................................16台
●開催日	 ：　 2026年2月28日（土）·3月1日（日）
●天候・路面	 ： 　 2月28日（土）／晴れ・ドライ　3月1日（日）／晴れ・ドライ

■開催概要

土日に渡り行われた開幕戦の大トリを飾ったFIT1.5 Challenge Cupは、ファイナルラップ最終コーナーまでトップ争いが続く展開となった

●シリーズ名称	 ： 	2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round2
●開催日	 ：	 2026年6月13日（土）・14日（日）
●会場	 ：	 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ： 	FJ1500/S-FJ、FIT 1.5 Challenge Cup、VITA、v.Granz、フォーミュラEnjoy
	 	 JAFツーリングカー選手権 ロードスター・パーティレースⅢ ジャパンツアーシリーズ第3戦
	 	 2026 マツダファン・サーキットトライアル 特別戦「ロードスターK.O.」

■次回レース開催概要

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・
公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿
サーキット公式webサイト専用ページにてご覧
いただけます。
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2026年のモータースポーツシーズンの開幕を告げる、「SUZUKA CHAMPION CUP RACE」の第1戦が2月28日（土）、3月1日
（日）に実施された。

2025年、東コースの改修を行ったことは記憶に新しいが、2026年もシーズンインを前に、西コースエリアの路面張り替え
が行われ、従来以上にグリップ力が向上。ドライバーにとってのレース環境を整える一方、ポディウムに大型モニターを設置
するなど観客にとってもよりパワーアップしたサーキットとなり新シーズンを迎えることになった。

やはり、大きなトピックとなるのがスーパーFJの後継カテゴリー「FJ1500」の登場だ。2007年から続くスーパーFJだが、
FJ1500では安全デバイスの搭載、パドルシフト化の採用といったフォーミュラの最新技術をマシン製作に反映。もちろん、
ローコストで戦える本格的なフォーミュラカテゴリーというコンセプトは変わらない。例年通り、鈴鹿·岡山シリーズとして行
われ、3年間はスーパーFJとの混走を予定している。

フォーミュラEnjoy、VITA、v.Granzといったレースでは、自身初優勝というドライバーが多く生まれ、開幕戦ならではの新し
い面々によるドラマの始まりを予感させた。また、国土交通省が後援する「Formula Beat」、合計3レースを行ったFRJ
（Formula Regional Japanese Championship）の走りも見ごたえ充分だった。

春の陽気の下、モータースポーツの愉しさを届けた2日間。次戦Round2は6月13日（土）·14日（日）に開催される。

スーパーFJの後継カテゴリー「FJ1500」が初開催
開幕ラウンドから見どころの多いレースに

新設されたポディウムの大型モニター。ドライバーの細かな表情が見え、観戦の満足度を高める
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■フォーミュラEnjoy
ポールポジションは中島一郎。2番グリッドにKENJI MURASE、3番グリッドはマイスターズ・カップの安田知弘がつけた。レースは中
島が好スタートを決めるも、安田と前田公孝が1コーナーでクラッシュ。安田はレース復帰するが、セーフティカーランとなる。中島、
MURASEの順でトップ2を形成し、3番手にはマイスターズ・カップのジョニー小倉がつけた。3番手を争いジョニー小倉に松平如水が
迫り、トップの中島は2番手のMURASEを引き離してリードを広げる。
中島、MURASE、ジョニー小倉はそれぞれ単独でファイナルラップへ。レースはポールtoウィンで中島が優勝、2位はMURASE、3位の

ジョニー小倉はマイスターズ・カップのクラス優勝となった。

中島一郎（写真中）はポールポジションから一度もトップを譲らない危なげないレース運びだった

フォーミュラEnjoy 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=ouS5H86NZQ_4mtzl&t=2174
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=bsraSi8hTYVNhEqQ&t=2258
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■フォーミュラEnjoy マイスターズ·カップ

マイスターズ·カップは総合3位のジョニー小倉がクラス優勝。クラス2位は市岡洋一郎、3位は長谷川英裕

■フォーミュラEnjoy　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■FJ1500／スーパーFJ
ポールポジションにはFJ1500の箕浦稜己、続いて伊藤駿、酒井翔太と続き、スーパーFJはトップが小野原悠、太田援増、一宮總太朗
の上位陣でレーススタート。2番グリッドの伊藤駿がスタートダッシュに成功しホールショットを奪う。トップは伊藤、そして箕浦と続き、
スーパーFJの太田援増は総合3番手を走る。3周目で箕浦は伊藤駿をオーバーテイクしてトップへ。すると、オイル漏れのあったマシン
の影響から赤旗提示となりレース中断。
セーフティカーランで再開するが、リスタート時のホワイラインカットによりタイムペナルティ5秒がトップの箕浦に課される。箕浦は

トップチェッカーを受けるが、FJ1500優勝は伊藤駿、スーパーFJの優勝は小野原となった。

【FJ1500】 栄えあるFJ1500の初代ウィナーとなった伊藤駿。2位は箕浦稜己、3位は酒井翔太

FJ1500／スーパーFJ 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

■FJ1500

https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=hOFz8f5zbWjRdGDB&t=9628
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■スーパーFJ

■FJジェントルマンクラス

【スーパーFJ】 スーパーFJは自身初優勝となった小野原悠、2位には太田援増、3位は藤井翔大となった

FJジェントルマンクラスの表彰はFJ1500、スーパーFJ混走での上位3名が対象。クラス優勝は山根一人、2位は小嶋健太郎、3位は畠山退三となった
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■FJ1500/S-FJ　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■v.Granz
ポールポジションは金澤力也、関正俊、金久憲司、入谷敦司、竹本優月輝と続く。フォーメーションラップを周回中、赤旗中断となり

レースは7周の周回で行われた。
金澤はホールショットをゲットすると関、金久、入谷とオーダー通りの上位陣が形成される。金澤は早くも独走態勢を築くと、4周目で

セーフティカーランになる。金澤はリスタートも成功させ、2位に3秒以上のアドバンテージを築いて完勝。2位は関、3位は入谷と続い
た。昨年の全勝チャンピオン、上田裕司は21番グリッドスタートから7位でフィニッシュした。

金澤力也は見事なポールtoウィンで完勝。2位に関正俊、3位には入谷敦司となった

v.Granz 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=pDK6illlby22LiCM&t=9003
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=YEkhH26CUX2-iMCd&t=14942
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■v.Granz　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■VITA
33台がエントリーしたVITAクラス。自身初のポールポジションからスタートする坂野貴毅。2番グリッドに西尾光芳、伊藤裕士、
Burton Hanaと続く。坂野が好スタートを切り、2番手に西尾、3番手に伊藤の順となった。
坂野と西尾のトップ争いが白熱すると、伊藤とBurton Hanaが3番手を巡りバトルへ。レースは3周目へ入ると、2番手を走っていた西
尾が坂野をオーバーテイクしてトップへ出る。マシンの接触があり、西尾を先頭にセーフティカーが導入される。残り2周でレースは再
開されるも、トップの西尾は冷静に逃げ切り、鈴鹿での初優勝を決めた。

2番グリッドからスタート、中盤で逆転し優勝した西尾光芳

VITA 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=btWdtggopSFlCWEl&t=15339
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=vMDZA_6C5Yqlhd0Q&t=20174
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■VITA 総合

■VITA ジェントルマンクラス

優勝は西尾光芳、2位は坂野貴毅、3番手争いを制したBurton Hanaが3位表彰台を獲得

ジェントルマンクラス優勝は樋尻勝利、2位はMAKOTO、3位は中西央
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■VITA　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■2026 Formula Regional Japanese Championship Round 1 Race1/2/3
FIAフォーミュラ規格の再編に伴って2020年に始まったFRJも今季で7シーズン目。16台が参戦して開幕戦を迎えた。すでにRace1は
2月28日（土）に開催されており、日曜日のRace3でも優勝した三浦柚貴がRound1において2勝と幸先の良いスタート。Race2では洞地
遼大が優勝を果たしている。

FRJ Race1（2/28） 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

FRJ Race2（3/1） 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/HS8FRjbTacc?si=3NSLeO5d3xbayPxy&t=21432
https://www.youtube.com/live/HS8FRjbTacc?si=3NSLeO5d3xbayPxy&t=21432
https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=T0vJe45PiePrfQ5w&t=18920
https://www.youtube.com/live/HS8FRjbTacc?si=3NSLeO5d3xbayPxy&t=21432
https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=T0vJe45PiePrfQ5w&t=18920
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=8L3hoBwYIbApOBTk&t=5779
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■FRJ Race3

Race3の表彰式。優勝は三浦柚貴、2位は大宮賢人、3位はリン チェンファ

FRJ Race3(3/1) 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/HS8FRjbTacc?si=3NSLeO5d3xbayPxy&t=21432
https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=T0vJe45PiePrfQ5w&t=18920
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=tW_uwK6OQRui8ayB&t=23732
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■FRJ Race1（2/28）　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■FRJ Race2（3/1）　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■FRJ Race3（3/1）　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■Formula Beat
予選から圧倒的な速さを見せた昨年のシリーズチャンピオン、酒井翔太がポールポジションを獲得。だが、酒井はスタートを切るこ

とができず、代わって2番グリッドの金井亮忠がトップへ。スタートでの波乱により、早くもセーフティカーが導入される。レースは2度目
のセーフティカーランを経て、トップの金井がそのまま逃げ切り優勝。2位に村上太晟、3位に加藤智となった。ジェントルマンクラスの
優勝は長嶋重登、グランドジェントルマンクラスの優勝は村瀬和也だった。

完勝と呼べる内容で勝利した金井亮忠。2位は村上太晟、3位に加藤智

Formula Beat 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=btWdtggopSFlCWEl&t=15339
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=aodGhmeMQ4D_dFLL&t=26915
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■ジェントルマンクラス／グランドジェントルマンクラス

ジェントルマンクラス優勝は長嶋重登、グランドジェントルマンクラストップは村瀬和也
※グランドジェントルマンクラスはジェントルマンクラスに含む。詳細は正式結果をご確認ください。

■Formula Beat　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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■FIT 1.5 Challenge Cup 
ポールポジションは杉原悠太、2番グリッドに林陽介、3番グリッドは昨年のシリーズチャンピオン、西田拓矢がつける。杉原は好ス

タートを決めると西田が2番手に、4番グリッドの清水悠祐も3番手へ順位を上げ、林陽介はドロップしてしまう。
杉原、西田、清水、住直哉、大社宥雅の上位陣でレースは進み、トップの杉原と西田はテールtoノーズの接近戦に。西田がトップに浮
上すると、これを杉原、住も加わり激しいバトルのままファイナルラップへ。最終コーナーまで展開の読めないバトルが続いたが、レー
スは西田が後続のプレッシャーをはね返して優勝を果たした。

トロフィーを掲げる上位3人。優勝は西田拓矢、2位は大社宥雅、3位は杉原悠太

FIT 1.5 Challenge Cup 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=_6SQrpDIxd1Mxl_1&t=22306
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=RWtT7c9D7fhwl1Zv&t=31205
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■FIT 1.5 Challenge Cup　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。
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Voice
of 
Pick up
Driver 

この日、キラリと光った
ドライバーに一問一答

【ピックアップドライバー／インタビュー（ダイジェスト版）】
Q:初優勝おめでとうございます
「優勝はもちろん、表彰台も初めてのことですので、非常に嬉しいです」

Q:決勝の良かったところは
「バックストレートから130Rにかけて、自分の力でトップ（坂野貴毅選手）を抜くことができました。狙えるところでし
っかり前に出ることができたところが良かったですね」

Q:バトルが続いて見ごたえあるレ―スでした
「VITAはマシンの特性上、ドライバーの腕勝負になると思います。少しの失敗も許されないのですが、それで勝てたこ
とは自信になりますね」

Q:次戦に向けて抱負を聞かせてください
「ポイントを落とさず、積み重ねて、シリーズチャンピオンを狙います。応援してくださる方には感謝の気持ちでいっ
ぱいです。まずは開幕戦、結果で返せて良かったです」

この日、キラリと光ったドライバーに一問一答
「Voice of  Pick up Driver」。

終盤で粘りの逆転を決め、
VITAクラスの初表彰台&初優勝！

西尾 光芳 選手（エス★コンプリート 320 VITA）

  「Voice of  Pick up Driver」のインタビュー動画が鈴鹿サーキット公式YouTubeチャンネルでご覧いただけるようになりました
  ドライバーのよりディープでリアルな表情と声を是非御覧ください　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/watch?v=5365tbeNeME

